
 

令和５年度南越前町人事行政の運営等の状況の公表 

 

 1 職員の任免および職員数の状況 
（１） 部門別職員数の状況 
 各年４月１日現在の部門別職員数の状況は、次のとおりです。 

区 分  

部 門 

職員数（人） 対前年 

増減数

（人） 

主な増減理由 
Ｒ5 Ｒ6 

一般行政部門 

議会   2   2   0  

総務   39   42    3 新規採用職員の配置による増員 

税務   7   7    0  

民生   49   49    0  

衛生   13   14    1 新規採用職員の配置による増員 

農林水産   12   12   0  

商工    9    11    2 新規採用職員の配置による増員 

土木    9    10    1  

特別行政部門 教育   16   17 1 新規採用職員の配置による増員 

公営企業等会計

部門 

病院   18   19   1 新規採用職員の配置による増員 

水道     1     1  0  

下水道   2   2  0  

その他   26   25   △1 配置見直しに伴う減員 

合計   203   211   8  

（注）公営企業等会計部門のその他は、国民健康保険事業や、介護保険事業などをいいます。 

（２） 職員の採用状況 

令和 5 年度採用 16 人 

（３）職員の退職状況 

令和 5 年度退職 10 人 

 

 

 



２ 職員の給与の状況 

（１）人件費の状況（一般会計決算） 

令和５年度の一般会計の人件費の状況は、次の表のとおりです。 

区分 
住民基本台帳人口 

（R6.3.31 現在） 

歳出額 

Ａ 

実質収支 人件費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ／Ａ 

Ｒ５年度 

人 

9,564  

千円 

10,860,030 

千円 

395,686 

千円 

1,357,769 

％ 

12.50  

（注）人件費には、職員給与のほか、町⾧等特別職の給与、退職手当組合負担金、地方公務員共済組合負担金 

などを含みます。 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計決算） 
令和 5 年度の普通会計の職員給与費の状況は、次の表のとおりです。 

区分 

職員数 

Ａ 

給  与  費 一人当たり給与費 

Ｂ／Ａ 給 料 職員手当 期末・ 

勤勉手当 

計 Ｂ 

Ｒ５年度 

人 

169  

千円 

526,170 

千円 

85,184 

千円 

202,878 

千円 

814,232 

千円 

 4,818  

（注 1）職員手当には退職手当が含まれていません。 

（注２）職員数は令和 5 年３月３１日の人数です。（特別職および教育⾧は含まれていません。） 
 

（３）職員の平均年齢、平均給料月額等の状況 
令和 6 年４月１日現在の職員の平均年齢、平均給料月額等の状況は、次の表のとおりです。 

区 分 平均年齢 平均給料月額 

一般行政職 41.0 歳 283,700 円 

技能労務職 51.0 歳 252,100 円 

 

（４）職員の初任給の状況 
令和 6 年４月１日現在の一般行政職員の初任給の状況は、次の表のとおりです。 

区 分 大学卒 高校卒 

南越前町 187,300 円 166,600 円 

国 196,200 円 166,600 円 



（５）一般行政職の級別職員数の状況 
令和 6 年４月１日現在の一般行政職員の等級別及び職制上の段階ごとの職員数の状況は、次の表の

とおりです。 

 

等級 
等級別基準職務表に規定する 

基準となる職務 

合計 内訳 職制上の段階 

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階 

1級 

定型的な業務を行う職務 

相当高度の知識又は経験を必要とする

業務を行う職務 

49 41.5 

主事 

学芸員 

47 

2 

57 48.3 

 

主 

事 

級 

 

計 49 

2級 

特に高度の知識又は経験を必要とする

業務を行う職務 8 6.8 

主事 

 

8 

 

計 8 

3級 

主査の職務 

17 14.4 

主査 

学芸員 

16 

1 17 14.4 

主 

査 

級 計 17 

4級 

主任の職務 

課⾧補佐、室⾧補佐、次⾧の職務 

21 17.8 

課⾧補佐 

所⾧ 

次⾧ 

主任 

学芸員 

8 

 1 

2 

9 

1 

21 17.8 

課 

⾧ 

補 

佐 

級 
計 21 

5級 

室⾧等、参事、相当高度の知識経験に

基づき困難な業務を行う課⾧補佐、室

⾧補佐及び次⾧の職務 

14 11.9 

参事 

室⾧ 

11 

3 

 16 19.5 

課 

⾧ 

級 

計 14 

6級 

課⾧等の職務 

9 7.6 

課⾧ 

事務局⾧ 

7 

2 

計 9 

合    計 118 100.0 

 

 

 

 

 

 



（６）職員手当の状況 
令和６年４月１日現在の主な職員手当の状況は、次の表のとおりです。 

 

① 扶養手当等 

区分 内  容 南越前町 国との比較 

扶養手当 

配偶者 6,500 円╱月 

同じ 
子 10,000 円╱月 

父母等 6,500 円╱月 
16 歳に達する年度初めから 22 歳に達する年度
末までの子（一人につき） 

5,000 円╱月を加算 

住居手当 

家賃 61,000 円以上 28,000 円/月 

同じ 家賃 27,000 円を超え61,000 円未満 
(家賃－27,000 円)×1╱2 

＋11,000 円 

家賃 27,000 円以下 家賃―16,000 円 

通勤手当 
交通機関等の利用者（通勤距離片道２km 以上） 運賃等（定期券）相当額 

（上限 55,000 円╱月） 同じ 
乗用車等の使用者（通勤距離片道２km 以上） 通勤距離に応じ、2,000 円

から31,600 円まで 
 

② 管理職手当 

区分 支給額 

課⾧ 68,000 円╱月 

事務局⾧・課⾧（派遣） 48,000 円╱月 

事務所⾧・室⾧・参事 32,000 円╱月 

 

③ 期末・勤勉手当                        （令和5 年度支給割合） 

区分 
南越前町 国 

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 

6 月期 1.20 月 1.00 月 2.20 月 1.20 月 1.00 月 2.20 月 

12 月期 1.25 月 1.05 月 2.30 月 1.25 月 1.05 月 2.30 月 

計  2.45 月 2.05 月 4.50 月  2.45 月 2.05 月 4.50 月 

加算措置 
の状況 

職務上の段階、職務の級等により加算措置が 
あります。 

職務上の段階、職務の級等により加算措置が 
あります。 

 

④ 退職手当 

区分 
南越前町 国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

勤続20 年 19.6695 月 24.586875 月 19.6695 月 24.586875 月 

勤続25 年 28.0395 月   33.27075 月 28.0395 月   33.27075 月 

勤続35 年 39.7575 月  47.709 月 39.7575 月  47.709 月 

最高限度額 47.709 月  47.709 月 47.709 月  47.709 月 



⑤  特殊勤務手当 
特殊勤務手当とは、著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他著しく特殊な勤務に支給する

手当です。 
 

業 務  金 額 

医療業務（医師） 給料月額×70／100 以内╱月   

研究業務（医師） 20,000 円╱月  

感染症防疫作業 300 円╱日  

放射線取扱作業 210 円╱日  

夜間看護業務（看護師） 7,200 円╱回  

夜間看護業務（介護員） 6,200 円╱回  

死体処理作業 4,000 円╱日  

索道点検作業 索道技術者  200 円╱日   
※スキー場営業期間のみ   

除雪車運転等作業 勤務時間内  300 円╱時間   
勤務時間外  600 円╱時間   

  

⑥ 時間外勤務手当（全会計決算） 

区分 支給額 職員1 人当たりの 
平均支給年額 

令和5 年度 33,708,890 円 178,354 円 

 

（７）特別職の給料、報酬の状況 
令和 6 年４月１日現在の特別職の給料、報酬等の状況は、次の表のとおりです。 

区分 給料又は報酬月額 期末手当（令和 4 年度支給割合） 

町 ⾧ 830,000 円  

6 月期 1.65 月 

12 月期  1.75 月 計 3.4 月 

副町⾧ 680,000 円 

教育⾧ 570,000 円 

議 ⾧ 310,000 円  

6 月期 1.62 月 

12 月期  1.72 月 計 3.34 月 

副議⾧ 242,000 円 

議 員 226,000 円 

 

３ 職員の勤務条件及び服務の状況 
（１）勤務時間の状況 

令和 5 年度職員の勤務条件は、次の表のとおりです。 

勤務時間 休憩時間 

８時３０分～１７時１５分 １２時～１３時 

（注）勤務時間は、職場により上記と異なる場合があります。 



（２）休暇等の状況 
職員の休暇制度及び休業制度の概要は、次の表のとおりです。 

区 分 内  容 令和5 年度の 
取得状況 

休 
 

暇 

年次休暇 1 年につき 20 日間与えられます。 
一人 8 日 

（R5 年平均） 

病気休暇 
負傷又は疾病のため療養する必要があり勤務することが

できない場合に、最高９０日間認められます。 
8 人 

特別休暇 
選挙権の行使、結婚、出産、忌引、子の看護、公務による
負傷の療養、交通機関の事故その他の特別な事由により
勤務しないことが相当である場合に与えられます。 

結婚     1 人 
配偶者出産  1 人 
産前産後   2 人 
忌引     ２3 人 
出勤困難    0 人 

介護休暇 
親族の介護のため連続する 6 箇月の期間内で認められる

休暇です。期間中、給与は支給されません。 
０人 

育児休業 
子を養育するため、子が 3 歳に達する日までを限度とし

て休業できます。期間中、給与は支給されません。 
５人 

 

（３）服務の状況 
職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、全力を挙

げてこれに専念しなければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法に
よって職員には、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、秘密を守る義務、職務に専念する義務が
課せられ、信用失墜行為及び争議行為等の禁止、また、政治的行為及び営利企業等の従事が制限されて
います。 
 

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 
（１） 分限処分の状況   

分限処分は、職員が心身の故障などによりその職責を十分に果たすことができない場合に、本人の
意に反して行う不利益処分のことです。分限処分には、給料を号給の低い額に決定する「降給」、一定
期間職務に従事させない「休職」、現在の職務より低い職務に任命する「降任」及び職員の身分を失わ
せる「免職」の４種類あります。 

令和 5 年度の分限処分の状況は、次の表のとおりです。 
処分の内容 降 給 休 職 降 任 免 職 

処分者数 ０人 ０人 ０人 ０人 

 

（２） 懲戒処分の状況 
 懲戒処分は、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない非行に対して行う制裁措置のこと
です。懲戒処分には、軽い順から、義務違反の責任を確認し、書面等で戒める「戒告」、給料を一定期
間減額して支給する「減給」、懲罰として一定期間職務に従事させない「停職」及び懲罰として職員の
身分を失わせる「免職」の４種類があります。 

令和 5 年度の懲戒処分の状況は、次の表のとおりです。 
処分の内容 戒 告 減 給 停 職 免 職 

処分者数 ０人 ０人 ０人 ０人 



５ 職員の研修の状況 
 地方公務員法第３９条には「職員には、その勤務能率の発揮及び増進のために研修を受ける機会が
与えられなければならない。」とされています。 
 令和 5 年度の職員の研修の状況は、次のとおりです。 

研修名 研修日数 受講者数 

新規採用職員研修（事務） 前期 3 日・中期

2 日・後期 2 日 
8 人 

新規採用職員研修（保育職） 2 日 2 人 

新規採用職員研修（医療技術職） 2 日 対象者なし 

ステップ１研修（２５歳） ２日 3 人 

ステップ２研修（３０歳） ２日 3 人 

ステップ３研修（３５歳） ２日 7 人 

ステップ４研修（４０歳） ２日 6 人 

課⾧補佐研修 １日 1 人 

新任管理職研修 １日 2 人 

課⾧級研修 １日 2 人 

パワーアップ研修「e ラーニング PowerPoint の基本研修」 1 日 1 人 

パワーアップ研修「e ラーニング相手に伝わる資料デザイン研修」 1 日 1 人 

パワーアップ研修「文章作成の基礎研修」 1 日 1 人 

パワーアップ研修「行政法研修」 1 日 1 人 
 
６ 職員の福祉及び利益の保護の状況 
（１）福利厚生制度の状況 

職員の健康状況を把握し、生活習慣病などの健康障害を早期に発見するため、労働安全衛生法に基
づく定期健康診断のほか、メンタル不調の発生を未然に防ぐためにストレスチェックなどの健康管理
事業を実施しています。 

このほか職員による「南越前町職員会」を組織し、常備薬の購入の助成を行っています。 
 

（２）公務災害補償制度の状況 
 職員の公務上の災害に対する補償は、地方公務員災害補償基金福井県支部に加入し、実施していま
す。令和 5 年度は、3 件でした。 
 
７ 公平委員会の状況 
（１） 公平委員会の概要 
 公平委員会は、地方公務員法第７条第３項の規定により設置されており、その処理する主な事務は
次のとおりです。 
① 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査し、判定し必要な措置を執る 

こと。 
② 職員に対する不利益な処分についての不服申し立てに対する採決又は決定をすること。 
本町は、公平委員会の事務を福井県に委託しています。 
 

（２） 事務の状況 
 委託先の福井県から報告を受けた令和 5 年度の公平委員会の事務の状況は、次の表のとおりです。 

事務の種別 件数 

勤務状況に関する措置の要求の状況 ０件 

不利益処分に関する不服申し立ての状況 ０件 
 


